
所

報

一
九
九
三
年
一
月
か
ら
一
二
月
末
ま
で
の
期
聞
に
お
け
る
社
会
科
学

研
究
の
主
要
な
活
動
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1 

機
構
お
よ
び
人
事

ω
所
員
総
会

－
第
六
一
固
定
例
所
員
総
会
（
六
月
一
二
日
、
神
田
校
舎
八
C
会

議
室
）議

事

ω平
川
東
亜
所
員
を
議
長
に
選
出
し
、

ω麻
島
所
長
の
挨
拶

の
あ
と
、

ω第
六
O
回
総
会
後
委
嘱
さ
れ
た
所
員
、
研
究
参
与
、
特
別

研
究
員
、
事
務
局
員
の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て

ω一
九
九
二
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も

に
、
七
グ
ル
ー
プ
中
六
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
出
さ
れ
た
研
究
経
過
報
告
書

（
春
の
総
会
で
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
）
が
回
覧
さ
れ
、
同
一

九
九
三
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
実
行
予
算
案
が
原
案
通
り
承
認
決

定
さ
れ
た
。
乙
の
結
果
、
本
年
度
は
研
究
助
成
に
関
し
て
は
個
人
研
究

五
件
、
新
規
グ
ル
ー
プ
研
究
二
件
（
A
｜
一
件
、

B
ー
一
件
）
の
助
成

が
承
認
さ
れ
、
ま
た
従
来
通
り
、
夏
春
二
回
の
合
宿
・
集
中
研
究
会
が

実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
所
長
か
ら
「
社
会
科
学
研
究
所
四

O
年
史
」
が
大
学
か

ら
二

O
O万
円
の
補
助
を
得
て
完
成
し
た
乙
と
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も

に
、
「
社
研
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
へ
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

二
年
経
過
後
の
定
期
刊
行
物
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
事
務
局
で

検
討
す
る
乙
と
に
な
っ
た
。
討
議
の
な
か
で
、
英
文
レ
ジ
ュ
メ
の
提
出

者
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
、
今
後
と

も
内
規
通
り
に
提
出
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

総
会
後
八
A
会
議
室
に
お
い
て
、
望
月
学
長
、
今
回
、
大
友
、
一
二
輪

研
究
参
与
、
丸
山
理
事
を
は
じ
め
約
四

O
名
の
方
々
を
招
い
て
、
「
社
会

科
学
研
究
所
四

O
年
史
」
の
刊
行
を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

2

第
六
二
回
定
例
所
員
総
会
（
一
一
月
二
七
日
、
神
田
校
舎
一
三

A
会
議
室
）

議
事

ω二
瓶
敏
所
員
を
議
長
に
選
出
し
、

ω麻
島
所
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
助
第
六
一
回
総
会
後
委
嘱
さ
れ
た
所
員
、
事
務
局
員
の
紹
介
が

あ
り
、
続
い
て

ω一
九
九
三
年
度
事
業
経
過
報
告
、
実
行
予
算
経
過
報

告
、
事
務
局
活
動
報
告
が
承
認
さ
れ
、
同
一
九
九
四
年
度
事
業
計
画
案

な
ら
び
に
要
求
予
算
案
が
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、

月
報
八
月
号
で
「
韓
国
企
業
調
査
団
報
止
己
を
特
集
し
て
関
係
者
に
送

付
し
た
乙
と
、
六
月
に
実
施
し
た
「
社
研
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
六
一

名
の
所
員
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
乙
と
が
報
告
さ
れ
た
。

本
総
会
で
は
、
二
つ
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
長
時
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聞
に
わ
た
っ
て
活
発
な
討
議
が
お
乙
な
わ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
社
研
文

献
資
料
室
の
整
理
に
関
す
る
提
案
で
あ
る
。
討
議
の
結
果
、
①
資
料
室

を
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル

l
ム
的
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
（
資
料
の
永

久
保
存
を
目
的
と
し
な
い
）
、
②
整
理
に
関
す
る
方
針
は
事
務
局
と
運

営
委
員
会
で
具
体
化
す
る
、
③
廃
棄
処
分
す
る
場
合
に
は
何
ら
か
の
形

で
所
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
社
研
の

あ
り
方
に
関
す
る
所
長
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。
と
の
提
案
を
め
ぐ
り
、

社
研
の
現
状
や
今
後
の
活
性
化
の
方
向
、
事
務
局
長
や
運
営
委
員
の
選

任
の
あ
り
方
、
所
外
研
究
員
の
処
遇
、
四
年
ど
と
の
再
登
録
の
位
置
付

け
、
事
務
局
長
の
専
任
制
、
な
ど
に
関
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
結
論
と
し
て
は
、
所
長
提
案
を
大
筋
了
承
す
る
と
と
も

に
、
総
会
で
出
さ
れ
た
議
論
を
参
考
に
し
て
春
の
総
会
時
に
研
究
所
規

程
の
改
正
案
を
提
案
し
て
も
ら
う
乙
と
に
な
っ
た
。

(2) 

運
営
委
員
会
・
事
務
局
の
横
成

ω一
九
九
三
年
度
の
運
営
委
員
は
、
所
長
麻
島
昭
一
所
員
、
事
務
局

長
高
橋
祐
吉
所
員
、
第
一
部
長
玉
垣
良
典
所
員
、
第
二
部
長
加
藤
佑
治

所
員
、
第
三
部
長
加
藤
幸
三
郎
所
員
（
以
上
第
六
O
回
総
会
で
選
出
）
、

経
済
学
部
長
西
岡
幸
泰
所
員
、
前
事
務
局
長
泉
武
男
所
員
の
ほ
か
に
、

常
行
敏
夫
所
員
（
経
済
学
部
）
、
古
川
純
所
員
（
法
学
部
）
、
奥
田
和
彦

所
員
（
経
営
学
部
）
、
大
西
勝
明
所
員
（
商
学
部
）
、
柴
田
弘
捷
所
員

（
文
学
部
〉
の
一
二
所
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ω事
務
局
は
、
麻
島
所
長
、
高
橋
事
務
局
長
、
野
口
旭
所
員
、
浅
見

和
彦
所
員
（
以
上
財
政
担
当
〉
、
室
井
義
雄
所
員
、
作
間
逸
雄
所
員
、

川
村
晃
正
所
員
、
森
川
幸
一
所
員
、
福
島
義
和
所
員
（
一
一
月
か
ら
）

（
以
上
研
究
会
担
当
）
、
鈴
木
直
次
所
員
、
加
藤
浩
平
所
員
、
大
橋
英

夫
所
員
（
以
上
編
集
担
当
）
、
加
藤
浩
平
所
員
（
兼
任
）
、
嶋
根
克
己
所

員
（
以
上
文
献
資
料
担
当
〉
、
吉
田
雅
明
所
員
（
パ
ソ
コ
ン
担
当
）
の
一

四
所
員
に
よ
っ
て
構
成
き
れ
て
い
る
。
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(3) 

所
員
、
研
究
参
与
等
の
移
動

ω
所
員
石
塚
正
英
（
経
）
、
狐
崎
知
己
（
経
〉
、
小
島
直
（
経
）
、

高
萩
栄
一
郎
ハ
商
〉
、
滝
口
清
栄
（
経
〉
、
馬
淵
昌
也
（
経
〉
の
六
氏
に

五
月
一
四
日
付
で
、
小
口
登
良
（
商
〉
、
児
島
和
人
（
文
）
、
寿
崎
雅
夫

（
商
〉
、
宮
坂
直
史
（
法
）
の
四
氏
に
六
月
一
日
付
で
、
白
藤
博
行

（
法
）
氏
に
一
一
月
八
日
付
で
、
右
川
一
雄
（
法
）
氏
に
一
一
月
一
六

日
付
で
、
そ
れ
ぞ
れ
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
所
員
を
委
嘱
し
た
。
土

井
正
輿
所
員
は
一

O
月
一
八
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

ω
所
外
研
究
員
江
口
英
一
、
異
保
潤
一
郎
、
岨
常
次
郎
、
長
幸

男
の
四
氏
に
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
四
月
一
日
付
で
引
き
続
き
所

外
研
究
員
を
委
嘱
し
た
。

∞
特
別
研
究
員
高
梨
健
司
氏
（
専
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
）
に
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
四
月
一
日
付
で
引
き
続

き
特
別
研
究
員
を
委
嘱
し
た
。

以
上
に
よ
り
、
第
六
二
固
定
例
所
員
総
会
時
点
に
お
け
る
所
員
は
一

四
八
名
、
研
究
参
与
は
一
九
名
、
所
外
研
究
員
は
四
名
、
特
別
研
究
員



二
月
一
三
日
（
土
）
一
ム
ハ
時
三

O
分

t生
田
社
研

テ
1
7

「
韓
国
ア
ル
プ
ス
電
気
の
現
状
」

報
告
者
本
田
哲
哉
氏
（
ア
ル
プ
ス
電
気
海
外
支
援
部
ア
セ
ア

ン
課
）

。
グ
ル
ー
プ
研
究
「
九
0
年
代
日
本
の
産
業
構
造
」
と
の
共
催

二
月
二
三
日
（
火
）
一
五
時

t
生
田
社
研

テ
！
？
「
韓
国
に
お
け
る
日
本
型
生
産
シ
ス
テ
ム
」

報
告
者
板
垣
博
氏
（
埼
玉
大
学
）

六
月
一
九
百
（
土
）
一
五
時
i
生
田
社
研

テ
！
？
「
中
国
の
改
革
・
解
放
と
産
業
構
造
」

報
告
者
二
瓶
敏
所
員

討
論
者
大
橋
英
夫
所
員

六
月
二
六
日
（
土
）
一
一
時
l
神
田
社
研

テ
！
？
「
英
国
雑
感
」

報
告
者
作
間
逸
雄
所
員

七
月
一

O
日
（
土
）
一
四
時
1
神
田
社
研

テ
！
？
「
開
発
と
人
権
｜
タ
イ
の
山
岳
民
族
と
N
G
O
の
活

は
一
名
と
な
っ
た
。

2 

研
究
調
査
活
動

(1) 

定
例
研
究
会

）
 

－
 

（
 

(2) (3) (4) (5) 

(6) 

動」

報
告
者
古
川
純
・
石
村
修
・
大
谷
正
各
所
員

一
O
月
一
六
日
（
土
）
一
四
時
l
神
田
八
B
会
議
室

テ
！
？
「
冷
戦
後
の
人
道
的
介
入
｜
比
較
軍
事
介
入
研
究
の

視
点
か
ら
」

報
告
者
宮
坂
直
史
所
員

テ
1
7

「
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
介
入
と
国
連
｜
国
連
に
よ
る
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
」

報
告
者
森
川
幸
一
所
員

一
一
月
六
日
〈
土
）
一
四
時

t
神
田
社
研

テ
1
7

「
発
展
途
上
国
の
構
造
調
整
問
題
」

報
告
者
石
川
滋
氏
（
青
山
学
院
大
学
〉

。
国
際
経
済
研
究
グ
ル
ー
プ
と
共
催

一
一
月
一
三
日
（
土
）
一
四
時

t神
田
一
二
A
会
議
室

テ
1
7

「
E
C
統
一
と
ド
イ
ツ
経
済
の
現
状
｜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

経
済
統
合
と
の
関
連
で
」

報
告
者
同
ロ
E
H
H
ω
n
r
H四
回
目
。
同
氏
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大

学）

通
訳
加
藤
浩
平
所
員

一
二
月
四
日
（
土
）
一
三
時
l
神
田
ゼ
ミ
三
四
号
教
室

テ
1
7

「
ド
イ
ツ
の
戦
後
補
償
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者
佐
藤
健
生
氏
（
拓
殖
大
学
）

。
国
家
の
戦
争
責
任
と
補
償
研
究
グ
ル
ー
プ
と
共
催
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(7) (8) (9) 



(lo) 

一
二
月
一
八
日
（
土
）
一
四
時

t
神
田
社
研

テ
！
？
「
E
C
統
合
と
労
使
関
係
」

報
告
者
小
笠
原
浩
一
氏
（
山
形
大
学
〉

O
国
際
経
済
研
究
グ
ル
ー
プ
と
共
催

位）

合
宿
・
集
中
研
究
会

ω
韓
国
企
業
調
査
（
三
月
一
五
日

1
一
九
日
）

交
流
会

三
月
一
五
日
（
月
）
一
五
時
J
檀
国
大
学
本
部
会
議
室

工
場
視
察

三
月
一
六
日
（
火
〉
三
星
電
子
水
原
工
場

一
七
日
（
水
）
浦
項
製
鉄
浦
項
工
場

一
八
日
（
木
）
現
代
自
動
車
蔚
山
工
場

ω
夏
期
合
宿
・
集
中
研
究
会
（
七
月
二
八
日

1
二
九
日
）

集
中
研
究
会
七
月
二
八
日
（
水
）
一
四
時
l
一
七
時
焼
津
市

魚
市
場
会
館
会
議
室

テ
！
？
「
食
糧
経
済
の
観
点
か
ら
み
た
水
産
物
の
需
給
状

況」

報
舎
者
中
島
正
道
氏
（
茨
城
大
学
）

テ
！
？
「
焼
津
漁
業
の
現
状
に
つ
い
て
」

報
告
者
武
田
守
人
氏
（
焼
津
漁
業
協
同
組
合
）

井
川
哲
男
氏
（
同
組
合
焼
津
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
）

七
月
二
九
日
（
木
）

見
学

六
時

t
八

時

焼

津

市

魚

市

場

九
時

t
一
二
時
水
産
加
工
団
地

一
三
時

t
一
五
時
お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
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ω
グ
ル
ー
プ
研
究
助
成

一
九
九
三
年
度
は
左
記
の
七
件
（

ωJ肘
）
を
継
続
し
て
助
成
し
た

ほ
か
、
助
成
A
を
一
件
（

ω）
、
助
成
B
を
一
件
（
帥
）
新
た
に
助
成

し
た
。
助
成
額
は
助
成
A
は
五

O
万
円
、
助
成
B
は
二

O
万
円
と
し

た
。
な
お
、
研
究
助
成
A
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
一
人
以
上
の
所
員
が
、
当
グ
ル
ー
プ
が
定
め
た
共
通
テ
1
7
に
関
連

す
る
個
別
テ
！
？
で
、
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は
承
認
し
た
公
表
誌

に
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

ω
「
フ
ェ
ル
ナ
ン
リ
プ
ロ

l
デ
ル
と
世
界
経
済
」
〈
九
0
年
度
発

足
、
九
二
年
度
一
年
間
中
断
し
復
活
）

（
常
行
〈
責
〉
・
大
庭
・
作
間
・
松
浦
・
村
上
・
望
月
（
清
）

．
八
林
・
狐
崎
の
八
所
員
）

「
金
融
自
由
化
と
金
融
再
編
成
」
（
九
一
年
度
発
足
、
以
下
同

じ）（
吉
田
（
震
）
〈
責
〉
・
熊
野
・
加
藤
（
幸
）
・
加
藤
（
佑
〉

．
井
上
・
野
口
・
池
本
の
七
所
員
）

「
日
・
米
・
欧
に
お
け
る
企
業
行
動
の
研
究
」

（
奥
村
〈
責
〉
・
大
西
・
黒
川
・
伊
吹
・
赤
羽
・
榔
・
伊
藤

（
不
）
の
七
所
員
〉

位）(3) 



仏）

「
現
代
社
会
の
学
問
的
課
題
」

（
津
野
〈
責
v

・
内
田
・
高
橋
・
石
塚
（
良
）

・
石
塚
（
正
）
の
七
所
員
）

「
地
域
社
会
の
比
較
研
究
」

ハ
米
地
〈
責
〉
・
柴
田
・
宇
都
・
広
田
・
嶋
根
の
五
所
員
）

「九
0
年
代
日
本
の
産
業
構
造
」
（
九
二
年
度
発
足
、
以
下
同

じ〉（
水
川
〈
責
〉
・
泉
（
武
）
・
大
西
・
加
藤
（
佑
）
・
一
一
瓶
・

野
口
・
溝
田
・
矢
吹
（
満
〉
・
柴
田
・
三
輪
（
研
究
参
与
）
の

一O
名）

「
国
家
の
戦
争
責
任
と
補
償
！
と
く
に
戦
後
補
償
に
つ
い
て
」

（
石
村
〈
責
〉
・
隅
野
・
古
川
・
平
田
・
森
川
・
内
藤
・
矢
吹

（
芳
〉
・
大
谷
・
小
沼
・
樋
口
の
一

O
所
員
）

「
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』
す
る
現
代
圏
一
際
一
経
済
」
（
九
三
年
度
発

足
、
以
下
同
じ
）

（
小
島
〈
責
〉
・
浅
見
・
大
倉
・
大
橋
・
加
藤
（
浩
〉
・
狐
崎

．
鈴
木
・
室
井
の
八
所
員
〉

「
国
民
経
済
計
算
の
動
向
と
課
題
」
（
研
究
助
成
B
）

（
作
間
〈
責
〉
・
黒
川
・
佐
藤
（
博
〉
・
回
路
（
研
究
参
与
）

の
四
名
）

－
村
上
・
矢
吹

(5) (6) (7) (8) (9) μ） 

個
人
研
究
助
成

一
九
九
三
年
度
は
左
記
の
五
件
を
助
成
し
、
助
成
額
は
一
件
一
五
万

円
と
し
た
。
な
お
、
個
人
研
究
助
成
に
対
し
て
は
、
原
則
と
し
て
交
付

年
度
よ
り
起
算
し
て
三
年
以
内
に
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は
承
認
し

た
公
表
誌
に
、
そ
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

ω
小
沼
堅
司
所
員
「
G
・
ォ
l
ウ
ェ
ル
政
治
思
想
の
研
究
」

ω
黒
川
保
美
所
員
「
環
境
問
題
と
会
計
」

ω
田
口
冬
樹
所
員
「
米
国
に
お
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開

発
の
歴
史
と
展
望
」

ω
中
島
厳
所
員
「
北
欧
学
派
の
方
法
と
正
義
」

伺
森
宏
所
員
「
海
外
（
オ
セ
ア
ニ
ア
お
よ
び
米
国
）
在
留
邦
人
の

肉
類
消
費
の
実
態
」

3 

『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』

の
刊
行

一
九
九
三
年
に
三
五
五
号
か
ら
三
六
四
号
ま
で
を
刊
行
し
た
。

三
五
五
号
（
一
九
九
三
年
一
月
）

津
野
徹
所
員
「
L
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
草
稿
『
日
本
の
宗
教
』
」

三
五
六
号
（
一
九
九
三
年
二
月
）

石
塚
正
英
氏
（
本
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
〉
開
。

B
B
E
E
S
は

可
田
口
丘
を
越
え
て
い
る

l
『
共
産
党
宣
言
』
と
政
党
の
廃
絶
｜
」

三
五
七
号
ハ
一
九
九
三
年
三
月
）

原
田
博
夫
、
大
倉
正
典
、
大
林
守
、
斉
藤
雄
志
、
山
田
節
夫
所
員
「
計

量
経
済
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
比
較
」

三
五
八
号
（
一
九
九
三
年
四
月
）
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広
田
康
生
所
員
、
藤
原
法
子
氏
（
本
学
大
学
院
〉
「
あ
る
調
査
の
記

録
日
『
フ
ィ
ー
ル
ド
日
誌
』
に
見
る
鶴
見
の
日
系
人
世
界
」

三
五
九
号
（
一
九
九
三
年
五
月
）

広
田
康
生
所
員
「
『
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
研
究
の
視
点

と
方
法
」

三
六
O
号
（
一
九
九
三
年
六
月
）

池
田
博
行
研
究
参
与
「
野
心
に
燃
え
、
燈
き
た

ω－
HME
－S官
民
の

生
涯
l
ベ
ル
ギ
ー
の
鉄
道
王

l
」

一
一
一
六
一
号
（
一
九
九
三
年
七
月
〉

森
宏
所
員
「
同
問

B
g
H
q・
：
言
う
文
化
・
言
わ
な
い
文
化
／
日
本
人

の
肉
類
特
に
牛
肉
消
費
の
上
限
l
オ
セ
ア
ニ
ア
在
留
邦
人
家
庭
の
肉

類
消
費
実
態
調
査
に
つ
い
て
」

三
六
二
号
ハ
一
九
九
三
年
八
月
）

「
韓
国
企
業
調
査
団
報
告
」

三
六
三
号
（
一
九
九
三
年
九
月
）

広
瀬
裕
子
所
員
「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
性
差
別
か
？
」

三
六
回
号
ハ
一
九
九
三
年
一

O
月）

津
野
徹
所
員
「
日
本
に
お
け
る
L
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
文
献
」

4 

そ
の
他
の
活
動
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「
社
会
科
学
研
究
所
四

O
年
史
」
の
刊
行

噌

L

ゆ

研
究
所
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
四
O
年
が
経
過
し
た
の
で
、
記
念
事
業

と
し
て
「
社
会
科
学
研
究
所
四
O
年
史
」
を
三
月
に
刊
行
し
た
。
研
究

所
内
外
の
既
存
資
料
を
収
集
整
理
す
る
と
と
も
に
、
二
回
の
座
談
会
を

開
催
し
所
員
に
寄
稿
を
依
頼
し
た
結
果
、
四
O
年
略
史
と
資
料
を
含
め

約
三
七
O
頁
の
分
量
と
な
っ
た
。
な
お
本
事
業
に
関
し
て
は
、
大
学
か

ら
最
終
的
に
二

O
O万
円
の
特
別
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
記

し
て
感
謝
し
た
い
。

(2) 

「
社
研
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
」
の
実
施

六
月
に
「
社
研
の
あ
り
方
に
関
す
石
調
査
」
を
全
所
員
を
対
象
に
実

施
し
、
六
一
名
の
所
員
か
ら
回
答
を
え
た
（
回
収
率
四
二
・
七
M
3
。

(3) 

文
献
、
資
料
の
収
集
と
整
理

文
献
、
資
料
の
収
集

定
期
購
読
誌
以
外
に
、
所
員
の
購
入
希
望
に
も
と
づ
い
て
以
下

の
文
献
（
主
要
な
も
の
の
み
〉
を
購
入
し
た
。

①
開
ロ
ロ
ヨ
－
o－um品
目
白
色
〉

g
a
r
g一

ω
o
a色
白
山
田
仲
良
司
・
ぐ
o－－

同

lω

）
 

唱

i（
 



②

吋

宮

開

口
O
ロ0
5
5
0
h
H
F
O

宮
田
口
口

r
g円

2
F
E
D
－－一〈
o
－－

同

1
由

＠
世
界
統
計
年
鑑
一
九
八
七

④

O
E
C
D経
済
統
計
一
九
六

O
B
一
九
九

O

ω
文
献
、
資
料
の
整
理

夏
期
休
暇
前
後
の
期
聞
に
集
中
的
に
統
計
書
類
や
紀
要
の
製
本

．
整
理
を
行
な
っ
た
。

(4) 

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用

ω
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
購
入

①
玄
円
周
O
ω
O句
、
吋

14司
H
Z
U
0
4弓
ω
ω
－

H

②

F
O吋
C
ω
H
i
N
l
ω

当
H
H
A
U
O巧
ω

③
駅
す
ば
あ
と
九
一
ニ
l

五
月
版

ω
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
環
境
の
整
備

冨
ωEd司
H
2
0
0
4司
ωω
－

H
導
入
に
伴
い
、
関
連
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ

ィ
の
充
実
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
整
備
を
行
っ
た
。

ω
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
個
別
相
談

377 




